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平出遺跡は昭和22年 か ら27年 にか けて大規模 な発掘調査が行 われ、縄文時代 か ら

平安時代 にかけての幾 多の貴重な資料 が発見 され、昭和27年3月 には国の史跡に指

定 された重要史跡であ ります。この度 この史跡地区を含む桔梗 ヶ原地 区を対 象 とし

て県営畑地帯総 合土地改良事業が計画 され、史跡へ の影響 も重大であるこ とか ら県

教育委員会 、文化庁の指導の もとに事業実施地区の事前発掘調査 を行 うことにな り

ました。発掘調査 は花村格先生 を団長 にお願 いし、11月29日 か ら12月7日 にかけて

行われ ま した。 この間団長は じめ参加者 の方々には初冬 の寒 さの中で献身的 な御尽

力 を賜 りました。また、今 回の調査が初期の 目的 を達 し、無事終了で きましたこ とは

県営畑地帯総合土地改良事業桔梗 ヶ原地区実行委員会の平林実 己実行委員 長以下役

員の方々、平出区長上野広市氏および平出遺跡会長市川琢磨 氏等地権者の方々の深

い御理解 と御援二助 によるものであ ります。 ここに衷心 よ り敬意 と感謝 をささげる次

第であ ります。

昭和61年3月

塩尻市教育委員会

教育長 小 松 優 一一

例 口

1本 書 は塩尻市教育委員会が長野県中信土地改良事業所より委託 を受けた昭和60年 魔県営か

んがい排水事業 中信平地区に伴 う史跡平出遺跡発掘調査報告書である。

2調 査 は、平出遺跡発掘調査団(団 長 花村格)に 委託 し、現場での調査は昭和60年11月29

日から12月7日 まで実施 した。

3遺 物および記録文の整理作業、報告書作製は平出遺跡考古博物館において昭和60年12月 か

ら昭和61年3月 まで行った。

4出 土 品 ・諸記録は平出遺跡考古博物館で保管 している。
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第1章 調 査 経 過

第1節 調査にいたる経過

昭和38年 から開始 された県営畑地帯総合土地改良事業は、順次工事が進められ昭和47年 か らは

塩尻市地域がその対象地区となり、さらに桔梗 ヶ原地区 も昭和60年 に事業認定され、具体的な工

事が進められることとなった。この事業地域内に、国史跡平出遺跡が含 まれていたことか ら塩尻

市教育委員会は事業主体の長野県中信土地改良事務所 と再三にわたり協議 を重ね、遺跡への影響

を最小限にとどめるように当初計画の手直 しを行 った。 これに基づ き昭和60年7月29日 長野県

教育委員会 を通 じて、現状変更許可申請書 を文化庁に提出した。11月2日 文化庁 「史跡平出遺跡

よ りの現状変更(か んがい施設布設)に ついて」の通知があ り、「申請地は地下遺構の存在が予測

されるところでありますので、事前に発掘調査 を行い、その結果を待って処理することが適当で

あると考えます。」 と事前に発掘調査 を行 いその結果を待って処理する旨の通知があった。

このため、塩尻市教育委員会は長野県中信土地改良事務所 と協議 し、昭和60年 、61年 度の2ヶ

年度に事前発掘調査 を実施することとし、昭和60年 度はかんがい排水事業部分の調査 を行った。

発掘調査は11月29日 から12月7日 に行なった。

発掘調査計画書(一 部記載)

1.発 掘調査地 塩尻市大字宗賀平出

2.遺 跡名 平出遺跡

3.発 掘調査の 目的及び概要 開発事業県営かんがい排水事業(乾 水部)に 先立ち648m2を 発

掘調査 して記録保存をはかる。遺跡における発掘作業は昭和60年12月15日 までに終了す

る。調査報告書は昭和61年3月31日 までに刊行するもの とする・

4。 調査の作業 日数 発掘作業15日 整理作業15日 合計30日

5.調 査 に要する費用3,000,000円

7.調 査報告書作製部数300部
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第2節 調 査 体 制

団 長 花村 格(塩 尻市文化財調査委員)

調 査 員 小林 康男(日 本考古学協会員、市教委)

鳥羽 嘉彦(長 野県考古学会員、市教委)

伊東 直登(〃 〃)

調査補助員 前田 清彦(信 州大学学生)林 佳孝(日 本大学学生)

参 加 者 内川幸次郎、内川なほ江、右城たか子、大塚朝野、加納仙三郎、加納宣子、川上

菊子、川上 しず江、川上比奈子、川上 豊、北沢勝利、'小松重久、小松鈴子、小

松三枝子、小松幸美、小松義丸、塩原 しず子、清水年男、白木正富、曽根原正子、

武居千津子、田島泰代、中野やすみ、林正千代、林みつ江、牧野嘉津子、村山明、

柳沢千寿子、由上はるみ、米山米三郎、青木千秋、青木秀夫、浅井清、芦沢六子、

足助 よし子、太田多美子、小沢博光、葛西一・義、上條宮男、上條留次、小出兼義、

郷戸正次、武居九市、辰野みどり、中垣内秋人、中村 啓、中村ちか子、松沢高

江、丸 山とし子、山崎千斌、上野廣市、中野永雄、古厩馨子、中村ふ き子、山本

敬子、太田正子、金田和子、柳沢千寿子

事 務 局

塩尻市教育委員会教育長

市教委総合文化センター所長

〃 文化教養担当課長

〃 文化教養担当次長

〃 文化教養担当主事

n

〃 平出遺跡考古博物館学芸員

小松 優一一

二木 三郎

清水 良次

原田 博

鳥羽 嘉彦

伊東 直登

小林 康男

協 力 者

県営畑地帯総合土地改良事業桔梗 ヶ原地区実行委員会

〃 副委員長 ・工区長

〃 工区長 ・畑かん部会長

〃 工区長 ・農道部会長

〃 工区長 ・用地補償部会長

〃 畑かん部会副部会長

〃 農道部会副部会長

〃 用地補償部会副部会長

〃 畑かん部員

111)

平林 実巳

市川 得二

川上 徳治

中野 弘樹

平林 金男

平林 達郎

塩原 勝仁

川上 豊

大野田恒治

市川 信利
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農道部会員
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〃

用地補償部員

11

11

川上 金吾

平林 秀一.

大野田四郎

平林 正雄

塩原 良美

平林 一夫

上野 広市

地権者 中野元広、市川琢磨、中野有美、大野田弘行、中野正人、川上 嚢、中野三郎四郎

洞沢幸一、田島幸子、武居武雄、清水賢次

第3節 調 査 日誌

昭和60年11月29日(金)晴 後曇 花村調査団長による発会式の挨拶、小林調査=担当より経過報告、

留意事項の説明の後、作業に入る。テン トの組立て、器材整備を行 う一方、耕地林務課担当者武

居主任立合 いのもとに発掘区域 を確認す る。発掘区域東端(西 端 を基準 とし、200m付 近)か ら掘

り下げを開始する。道路下であるが、比較的軟か く作業は順調に進捗す る。土器片少量出土。

11月30日(土)晴 後曇 掘 り下げを継続する。昨 日土器片が出土 した箇所は、精査の結果、落ち

込みが確認され、住居趾の可能性が強 くなった。

12月2日(日)曇 後時々小雨 朝小雨模様であったため作業人員がやや少ない。発掘区域を40

m付 近 までのばす。200～40mま での区間の掘 り下げほぼ終了。遺物の出土は極めて少ない。一一部

セクション図作成。

12月3日(火)晴 朝冷え込みが厳 しく、発掘区域全面 に霜柱がひどいため掘 り下げ作業に入 .

るに先立 って霜柱 を除去す る。240～260m、0～40mの 掘 り下げ、セクション図作成、写真撮影。

調査が終了 した120～160mは 埋めもどしを行 う。

12月4日(水)晴 後時々小雨 住居跡(J-1)の 掘 り込み面を確認 し、覆土 を除去する。住居

趾の規模 を明確 にするため南 ・北に拡張区を設け、掘 り下げを行 う。床 より浮いて土器が出土す

る。平出IIIAの 土器片が 目立つ。このほかに、東地区(280～349m)の 掘 り下げを行 う。

12月5日(木)晴200～349mの セクション図作成、写真撮影。住居肚の遺物取 り上げ、平面

図作成。埋め もどし。掘 り下げ作業は本 日でほぼ終了。

12月6日(金)薄 曇 埋め もどし作業を行 う。

12月7日(土)曇 後晴 昨 日の残 りの埋め もどし、調査区全域の平面図作成。器材整理、撤収。

整理作業は12月 ～3月 、平出遺跡考古博物館において実施された。出土遺跡の洗浄、注記、復

元作業、実測図作成、作成図面の整理、製図、図版作成を行 う。報告書の原稿執筆 も併行 して実

施する。
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第4節 遺跡の状況 と面積

遺跡名 場 所 現 況 種 類
最低調査

予定面積
調査面積 発掘経費

平 出
塩尻市大字

宗 賀 平 出

道 路

水 田 ・畑
集落趾 648mZ 698mZ 3,000,000円

発 掘 調 査 経 過 表

月

内 容

工 程 表
検 出 遺 構 主な出土遺物

ll121～3

発 掘

整 理

□
縄文時代

中期住居

(J-1)

縄 文 中 期 土 器

石 器

r

工 期
着手 昭和60年11月29日

完 了 昭和61年3月25日
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第:[1章 調 査 概 要

第1節 発 掘 調 査 場 所

平出遺跡は、塩尻市大字宗賀平出に所在する(第1図)。15haに およぶ史跡指定地の中で今回の

調査匡域 は北端部 に位置 し、昭和57年 度より環境整備事業が進められている史跡公園の東側にあ

たる(第2図)。 海抜は732～727mで 、東に向かった微傾斜地である。

平出の泉は南西方面へ200mの 距離にあり、これより流出 し現平出の集落中を.貫流する渋川は

12m南 にある。

今回調査 した区域に隣接する畑地の一部は、昭和54年 、55年 度に遺構確認調査が実施 されてい

る。すでに.「史跡平出遺跡遺構 確認調査報告書 一 昭和54年 度 一 」「同 一 昭和55年 度」.が刊行

されているので、遺構、遺物の分布状態からみた遺跡の広が りを把握する資料 となろう。

第1図 平出遺跡位置図 (1:50,000)
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第2節 調 査 概 要

今回の発掘調査は、県営かんがい排水事業幹線部布設箇所、幅員2m、 延長349m、698m2に わ

たって実施 された。調査区域は、便宣的に最西端 を基点 とし、 これよりの距離によって位置 を示

すことにする。

検出された遺構 は縄文時子中期の住居趾(1-1と 呼称)が1軒 のみである。出土遺物は住居趾

覆土 を中心 とした縄文中期土器がややまとまった資料であったほかには、少量の縄文中期土器片、

打製石斧、凹石、黒曜石片が得 られたにすぎない。出土地点、遺物の種別などの詳細は第 表 を

参照 して頂 きたい。 以下、調査結果の概要 を記す。

0～20m

20一一一40m

40～60m

60～80m

80^一100m

100一 一120m

120一 一140m

140-160m

180～200m

200～240m

240～260m

260一 一一280m

280～300m

300～320m

320～349m

ローム層まで浅 く、5m付 近 までは掩乱が著 しい。縄文土器小片1が 出土。

ローム層まで40cmと やや とやや厚み を増す。幅35cmの 後世の掩乱のための溝が

見 られる。

ローム層までが浅 くなり、溝の続きが見 られる。

地層の状態は、40～60mと 同様であるが、ブ ドウの根が入 り込んで来ている。

ローム層 まで35cm前 後 と浅い。縄文 中期土器片が少量出土。いずれ も小片で、

流れ込みの可能性が強い。

ローム層 まで厚 くな り、縄文中期土器片、打製石斧が出土。

130m付 近 で凹石、土器片出土。

'Q`一一一ム層まで浅 く安定 した状態。

ローム面までの掩乱が著 しい。191mで 縄文中期に属する住居趾が検出された。

覆土中に土器がややまとまって出土 した。住居プラン以外からの遺物は認められ

なかった。

前の地区 と同様に撹乱が著 しい。遺物の出土は全 くない。

墓地 と水田にはさまれた地区で、ローム面直上 まで撹乱が著 しい。その掩乱 も

ローム面には殆んど影響が認め られないが、遺構の遺存はみられない。

この地区からは水田であ り、開田時、表土の削平を行っているためにローム層

まで10cmと 極めて薄い。

耕土が15～20cmで 、その真下がロ.___ム混 じりの褐色土 となり、掩乱が著 しい。

水田の耕土20～30cmと やや厚 くなる。縄文中期土器片3が 出土。

畑地 となり、耕作土、褐色土、 ローム層 と安定 した状態 となり、ローム層まで

50cmと 深 くなる。遺物の出土はない。

以上のように、今回の調査区域は、全体的にローム層まで浅 く、遺物の出土も極めて少ない結

果 となった。
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縄文時代住居趾

土師時代住居祉

発掘調査地区

第2図 史跡指定地全体図





I

II

III

IV

黒褐 色

暗褐色

漸移層

τコーム

第3図 発堀調査区全体図
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第1表 出 土 遺 物 覧 表

種類 土 器 石 器
総 計 備 考

地点 縄文 土師 灰軸 その他 計 打斧 凹石 黒曜石 計

0-20 1 1 1

20-40

40-60

60-80

80-100 3 3 3

100-120 1 1 1 1 2

120-140 24 1 2 3 30 1 1 3 5 35

140-160 1 1 1 1 2

!60-180

180-200 201 201 3 3 204 J-1号 住 居

200-220

220-240

240-260

260-280

280-300

300-320 2 2

320-340 1 1 1

計 232 1 2 4 239 3 2 6 11 250
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第3節 遺構 と遺物

(1)J-1号 住居 趾(第4図)

遺構191m地 点の掘下げを行 っていたところ、ややまとまって土器の出土があり、これを中心 と

して暗褐色土の落 ち込みが認められた。そこで暗褐色土を除去 した ところ住居の床が現われ、壁

も遺在状態良好に検出された。住居の規模 を究明すべ く南北に拡張を行い、完掘を目指 したが、

ブ ドウ棚の支柱が埋設されてお り、一部末掘のままとなった。しか し、住居の主要範囲は調査で

きたためその規模、性格は明らかにすることができた。

プランは、東西5.30m、 南北5.15mの ほぼ円形を呈す る。埋土は、II層 、暗褐色土層、IV層、炭

化物を混入 した暗褐色土で、IV層 は撹乱の可能性が強い。壁は良好な状態で検:出され、東壁12cm、

北壁20cm、 西壁22cm、 南壁16cmの 壁高 を測 る。掘 り込みは北壁を除 き、 きつ くなされている。床

面は、堅 く踏み固められ、起伏 もなく平担である。床面か らは、柱穴 と考えられるP1～P5の ピッ

トが検出された(P、29×29、一50、P234×35、 一40、P331×33、 一42、P428×30-47、P531×32

-46) 。この5ヶ 所の ピットのほかに、北東隅の未掘部分 にも1ヶ の ピッ トがあるものと推定で

き、おそ らく6本 主柱であったもの と考 えられる。炉趾はなく、焼土の痕跡 も検出されなかった。

末掘部分 は、壁周辺のみであるので、 この部分に炉趾のあった可能性は薄 く、結局 この住居には

炉が設けられなかったものと考 えられる。周溝の痕跡も認め られなかった。

遺物 本趾からは土器 と石器の出土があった。量的には極めて僅少である。

覆土から土器、石器が得 られている。出土場所は住居内の南側 と西側の2地 点に集中している。

南側から出土 した1、2は 床面より20cm前 後浮いて出土し、西側の4、5は10cm前 後浮いてお

り、南側 出土土器 よりやや床に近 い出土状態を示 している。

1は 、推定口径21cm、 器高29.4cmの 深鉢形土器である。平出3類A系 の土器であるので、口縁部

に山形小突起が付された器形 と思われる。 口辺部 には並行沈線による区画 とその内を横位の並行

沈線文 を施文する。この区画文下から胴下半部 まで縦位に沈線文 を施 し、上半部に横位に並行沈

線文3組6本 をめ ぐらし、、4分 割するよ うにO状 の沈線で区画 している。胎土に長石 を多く含

み、赤褐 色を呈す る焼きしまりの良い土器である。

2は 、1の 脇か ら出土 した平出3類A形 の土器で、口径28.5cm、 推定34cmの 深鉢 形土器で

ある。口縁には小尖起を貼付 し、それ より頸部に垂下す る隆帯には刻みをつ けている。隆帯間には

2単 位の平行沈線による楕円状の区画文 を配 し、これより胴部上半には並行沈状文 を縦位に施文

し、その末端 を数条の横位並行沈線がめ ぐっている。胴下半部には∩状の粗大化 した文様が施さ

れている。胎土に長石 を含み、黄褐色 を呈 し、焼成は良い。

3は 、胴下半部の破片で、底径11.6cm。 縦位 を基本 とする並行沈線文を主体に、文様間を斜行

する沈線で埋めている。底面には網代が残されている。長石、岩片を含み、黄褐色 を呈 し、焼成

は良い。

4は 、口径17cm、 現在高25.5cmの 深鉢形土器で、全面にLRの 縄文 を施文 している。長石を含み

黄褐色を呈 し、焼成はやや良。内面胴下半に煤の付着が認められる。
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第4図J-1号 住居趾平面図
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第5図J-1号 住 居趾土器出土状態図
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第6図J-1号 住居趾出土土器(1)
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5は 、口径39.4cmを 測 る浅鉢形土器である。文様は口辺部に集約 し、隆帯による楕円区画を基

本に区画文内を楕円形文、交互刺突文 によって充填 している。口唇部には粘土帯 を貼付 し、立体

感 を表出 している。石英、長石、黒雲母 を含み、赤褐色を呈する。焼成は良い。

6は 、器高2.5cmの ミニチュア土器で、波状 口縁 を呈する。口唇部は面取 りがなされ、しっか り

した作 りである。長石 を含み焼成は良い。

7は 、1の 口縁に類似 し、並行沈線文 を施文 している。8は 、 口辺部に刺突をもった口縁部破

片。

9～11は 隆帯、刺突文を組み合わせたもの。

以上、住居杜出土の土器群は、平出3類A系 の良好なセット資料 といえる。

(2)遺 構外 出土遺 物(第6図)

1は130mか ら出土した隆帯、押引文施文の土器片。2も130mか ら出土 したもので、刺突文を

施 した浅鉢形。3は 隆帯、沈線による渦巻文 を有する土器片で、130mゑ ら出土。図示できる土器

は、以上のように極めて少なく、他は小破片である。

遺構外から出土 した石器は、打製石斧2、 凹石2の 計4点 である11は 、130mの 地点から出土

した打製石斧で刃部の一部を欠 くものの、完形品といってよい。長さ15.2cm、幅5cmで 胴上半にゆ

るい扶 りを入れ、その側縁は着柄のための磨耗が著 るしい。刃部の裏面は使用痕が観察で きる。

頁岩製、160g。2は140mか ら出土した大形粗雑な石斧で右縁部を欠損 している。硬砂岩製、495

gで 、重量感があり、裏面全面に磨耕痕が観察できる。3は 、130mか ら出土 した凹石で、表裏面

に磨耗による大きな凹みを有 し、側面にも同様の凹みがをある。中粒砂岩、255g。4は150mの 位

置から出土 した凹石の半欠品。表裏に敲打による凹みがあり、明確な凹み とならずザ ラついた状

態 となっている箇所 もある。細粒凝石岩340g。
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第7図J-1号 住 居趾,遺 構外出土遺物
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第III章 ま と め

平出遺跡は過去に於て何回かにわたって発掘調査がなされ縄文時代か ら平安時代にいたる大集

落趾であることが判明し、昭和27年 には国史跡に指定された。指定範囲は東西1km、 南北300～400

mに わたる15haで ある。今回の発掘調査地区は、その北側、東側にあたり、付近は昭和54年 、55

年の両年度に遺構確 認調査が実施 されている。そこで従来の調査結果を参考にしなが ら今 回調査

地区の遺跡内における位置、検出遺構の意義を考 えてみたい。

まず遺物の出土状態であるが、第1表 に示 したごとく総面積698m2の 発掘にもかかわらず250片

と極めて少ない状態であった。その出土地点は住居趾覆土中か らの出土 を主体に、他 に130rh、150

m、300m地 点からわずかな数量出土 したにすぎず、大部分の調査区では出土遺物は全 く認められ

ない。280m～349mの 同 じ畑地 を調査:した昭和54年 調査でのE～K25～27グ リッ トで も各グ リッ ト

出土の遺物 は皆無か5片 内外 で遺物の散布は極めて希薄であると報告されている。また、0～

50m地 点の 隣接地を調査 した 昭和55年 度調査 のA～C7～11、GH1～5の 各グ リットではA

9、10グ リットで50片 ほどの土器片を出土 した以外はやはり遺物の出土は僅少であった。 このよ

うな調査結果から、両年度の報告書では、調査地域は遺構の東限および北限を示し、集落のはず

れであったとの推定がなされている。今回の調査でも一応この結果が裏付けられたことになった。

では、一軒だけ検出された縄文時代の住居趾はどのような意義 をもつのであろうか。平出遺跡

における縄文時代の住居趾の調査例は21例 におよび、その分布は中央やや西寄 りの現在史跡公園

として整備が進め られている地域周辺 と中央東寄 りにある共同墓地の西側の一帯とに中心 をもっ

ている。今回発見された住居趾は後者の分布域に近い。ここの住居吐はへ号(新 道期)、 ホ号(藤

内期)、 ト号(井 戸尻III期)、 リ号(曽 利1期)で 、中期 中葉の時期が主体 となっている。おそら

く中期中葉の集落がこの場所を中心に展開 し、今回発見の住居はその外縁部に構築されたもので

あった と推定 される。出土 した土器類は、いわゆる平出III類A系 統の土器を主体 とするもので、一

住居趾単位のセッ トとして把えられた意義は大 きい。特 にこの種の土器 は昭和20年 代に調査され

た結果をもとに平出IIIAと の名称が与えられ研究が進められているに もかかわ らず、 その研究の

端緒を開いた平出遺跡出土土器にその良好 な資料が少なかったが、今回良好 な資料が得 られたこ

とにより、その資料を補強することとなった。

以上のように今回の調査地域は一部に居住域も及んでいるが、集落の外縁 にあたり、集落の限

界域であったことが判明した。
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